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会
場

熊
野
本
宮
大
社
御
神
門
内
、御
垣
の
前
特
設
舞
台

紀
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山
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詣
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遺
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録
２０
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年
記
念　

奉
納
上
演

音
楽
祝
祭
劇

説
経
浄
瑠
璃
「
小
栗
判
官
照
手
姫
」
よ
り

お
ぐ
り
と
て
る
て

衣
装
細
田
ひ
な
子
／
舞
台
監
督
島
本
和
人
／
主
催
ア
ト
リ
エ
花
習

設
楽
瞬
山

都
山
流
尺
八
奏
者
。演
劇
や
語
り
の
音
楽
と
し
て
、演
劇
的
な
内
容
に
深
く

添
っ
た
表
現
を
実
現
す
る
。若
村
麻
由
美
一
人
芝
居『
小
宰
相
身
投
│
平
家
物
語
に
よ
る
』や

『
千
手
』、『
曽
根
崎
心
中
』、麻
実
れ
い
の
語
り
芝
居『
女
院
出
家
』、真
野
響
子
一
人
芝
居

『
夢
十
夜
』、『
言
魂
│
石
牟
礼
道
子・多
田
富
雄
深
き
魂
の
交
歓
』の
音
楽
な
ど
多
数
。

橘
政
愛

既
製
の
楽
器
に
加
え
、鉄
片
、木
片
、植
木
鉢
な
ど
を
用
い
、ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
透

明
感
の
あ
る
独
自
の
音
の
世
界
で
演
奏
活
動
を
展
開
。ま
た
演
劇
の
音
楽
創
り
に
お
い
て
は
、

上
演
内
容
や
役
者
の
心
情
に
深
く
添
っ
た
世
界
を
聞
か
せ
る
。創
作
竹
楽
器
集
団「
東
京
楽

竹
団
」代
表
。橘
さ
ん
の
ヤ
ン
チ
ン
や
打
楽
器
の
音
は
私
の
演
劇
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
。

佐
藤
岳
晶

地
歌
箏
曲
を
二
代
米
川
文
子
師
に
師
事（
芸
名
：
佐
藤
文
岳
晶
）、長
唄
を

今
藤
尚
之
師
に
学
ぶ
。西
洋
音
楽
と
近
世
邦
楽
を
横
断
す
る
作
曲・演
奏
活
動
を
行
う
。石
牟

礼
文
学
の
作
曲
に
、浄
瑠
璃《
不
知
火
│
わ
れ
、蒼
き
苦
海
の
底
よ
り
咲
き
出
で
》、箏
曲《
三
日

月
ま
ん
じ
ゃ
ら
け
》、歌
曲《
ア
ニマ
の
鳥
》ほ
か
。劇
音
楽
で
は『
緑
亜
紀
の
蝶
』『
言
魂
』な
ど
。

國
府
田
達
也　
神
奈
川
県
生
ま
れ
。桐
朋
学
園
芸
術
学
部
演
劇

学
科
、文
学
座
養
成
所
を
経
て
菅
原
文
太
に
弟
子
入
り
、三
年
半
の

修
行
の
の
ち
独
立
。映
画
、舞
台
、T
V
、C
M
、ナ
レ
ー
シ
ョン
な
ど
に

多
く
出
演
し
て
い
る
。演
出
家
笠
井
賢
一と
の
仕
事
に『
小
栗
判
官・照

手
姫
』『
古
典
原
文
平
家
物
語
』『
古
事
記
』『
漱
石
の
夢
』等
多
数
。

天
野
弘
愛　
東
京
大
学
文
学
部・歴
史
文
化
学
科
、円
演
劇
研
究

所
を
経
て
、劇
団「
こ
こ
風
」に
所
属
し
、多
数
の
舞
台
に
出
演
。持
ち

前
の
音
感
と
リ
ズ
ム
感
を
生
か
し
、小
学
生
か
ら
老
婆
ま
で
幅
広
い

役
を
演
じ
る
。ま
た
、（
株
）ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
に
所
属
し
、C
M
出
演・ナ

レ
ー
シ
ョン
等
で
も
活
躍
。日
本
舞
踊
を
藤
間
秀
曄
氏
に
師
事
。

坪
井
美
香　
蜷
川
ス
タ
ジ
オ
を
経
て
、関
弘
子
に
師
事
し「
語
り
」

を
学
ぶ
。自
ら
脚
本
を
手
が
け
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
日
本
の
古
典
か
ら
現

代
小
説
ま
で
幅
広
い
。主
な
舞
台『
古
事
記
』『
竹
取
物
語
』、高
田
宏

作『
島
焼
け
』、石
牟
礼
道
子
作『
水
は
み
ど
ろ
の
宮
』『
緑
亜
記
の

蝶
』、詩
と
音
楽
で
綴
る
竹
内
浩
三『
浩
三
さ
ん
』。

高
橋
和
久　
福
島
県
生
ま
れ
。ド
イ
ツ
の
ヨ
ッ
シ・ヴ
ィ
ー
ラ
ー
演
出

『
四
谷
怪
談
』で
直
助
権
兵
衛
役
に
抜
擢
。塩
屋
俊
と
共
同
で
東
日
本

大
震
災
を
題
材
に
し
た『
H
I
K
O
B
A
E
2
0
1
3
』を
演
出
。

『
私
も
カ
ト
リ
ー
ヌ・ド
ヌ
ー
ブ
』『
今
は
昔
、か
ぐ
や
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』な
ど

国
内
外
で
多
数
上
演
。現
在
は
、俳
協
に
所
属
。

な
か
え
え
み　
演
じ
手
、書
き
手
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
兼
ね
、身
体
表

現
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
。テ
ー
マ
は「
自
然
の
中
の
人
」「
身
体
感

覚
」。老
若
男
女
、無
機
有
機
を
問
わ
ず
演
じ
る
。「
よ
ろ
ぼ
し
〜
手
湯

と
草
」「
浜
の
女
」「
衣
」な
ど
。『
女
人
往
生
環
Ⅱ
〜
パ
タ
ー
チ
ャ
ー

ラ
ー
』、『
平
家
物
語
の
始
源
へ
』な
ど
に
も
出
演
。

金
子
あ
い　
俳
優・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。東
京
藝
術
大
学
大
学
院
環
境

造
形
デ
ザ
イ
ン
修
了
。『
平
家
物
語
〜
語
り
と
弦
で
聴
く
』シ
リ
ー
ズ
、

『
語
り
×
義
太
夫
琵
琶
法
師
耳
無
譚
』、『
語
り
＆
音
楽
千
一
夜
物
語
』

等
を
上
演
。『
子
午
線
の
祀
り
』『
雁
作
･
桜
の
森
の
満
開
の
下
』等
に

出
演
。

申
込　
一
般
社
団
法
人
ア
ト
リ
エ
花
習

             

℡
0
9
0

-

9
6
7
6

-

3
7
9
8

後
援　

熊
野
本
宮
観
光
協
会

茅
根
利
安　
仙
台
市
を
拠
点
に
演
劇
活
動
を
展
開
。下
北
沢
演
劇

祭
、愛
知
県
芸
術
劇
場
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
招
聘
な
ど
を
経
験
。宮
城
県
芸

術
選
奨
新
人
賞
受
賞
。東
日
本
大
震
災
か
ら
の
心
の
復
興
を
目
指
し

「
コ
コ
ロ
ノ
キ
ン
セ
ン
ア
ワ
ー
演
劇
部
」を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。被
災
地
支
援
公

演
や
東
京
、ソ
ウ
ル
公
演
な
ど
も
行
う
。

精
霊
萬
燈
祭
に
引
き
続
き
17
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

２
０
２
４
年
８
月
15
日（
木
）

〒
6
4
7-

1
7
3
1  

和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
本
宮
１
１
１
０

記
念
事
業
運
営
協
力
費

４
０
０
０
円

チ
ラ
シ
写
真   

宮
内
勝

あ
ら
す
じ  

鞍
馬
の
毘
沙
門
天
の
申
し
子
の
小
栗
判
官
と
、日
光
山
の
照
る
日
月
の
申
し
子
照
手
姫
と
の
別
離
と
再
会
の
恋
物
語
。

荒
ぶ
る
お
ぐ
り
は
大
蛇
と
契
っ
た
罪
で
常
陸
に
流
さ
れ
、て
る
て
と
結
ば
れ
る
。こ
の
婚
儀
を
許
さ
な
い
父
の
横
山
は
、人
食
い
馬

の
鬼
鹿
毛
で
殺
そ
う
と
す
る
が
、お
ぐ
り
は
鬼
鹿
毛
を
見
事
に
乗
り
こ
な
す
。つ
い
に
横
山
は
お
ぐ
り
を
毒
殺
し
、娘
て
る
て
も
相

模
川
に
沈
め
よ
う
と
す
る
が
、従
者
が
て
る
て
を
助
け
、て
る
て
は
人
買
い
に
売
ら
れ
る
。

　

お
ぐ
り
に
操
を
た
て
遊
女
の
勤
め
を
し
な
い
て
る
て
は
次
々
と
売
ら
れ
、美
濃
国
、青
墓
の
遊
女
屋
よ
ろ
ず
屋
で
水
仕
女
と
な
り

常
陸
小
萩
と
呼
ば
れ
て
三
年
が
過
ぎ
る
。一方
、地
獄
に
堕
ち
た
お
ぐ
り
は
、閻
魔
大
王
の
計
ら
い
で
、「
こ
の
者
を
熊
野
本
宮
湯
の
峰

薬
の
湯
に
入
れ
よ
」と
閻
魔
自
筆
の
判
を
与
え
ら
れ
、餓
鬼
阿
弥
と
し
て
蘇
生
す
る
。藤
沢
の
遊
行
上
人
が
こ
れ
を
見
つ
け
、土
車
に

乗
せ「
こ
の
者
を
ひ
と
引
き
引
い
た
は
千
僧
供
養
、ふ
た
引
き
引
い
た
は
万
僧
供
養
」と
胸
札
に
書
き
添
え
る
。

　

そ
の
後
善
男
善
女
が
こ
の
車
を
次
々
と
引
い
て
ゆ
き
美
濃
国
青
墓
の
よ
ろ
ず
屋
で
車
が
止
ま
る
。て
る
て
は
こ
の
餓
鬼
阿
弥
が
夫

の
お
ぐ
り
と
も
知
ら
ず
、夫
の
供
養
の
た
め
に
と
車
を
引
き
、「
餓
鬼
阿
弥
の
病
が
本
復
し
た
な
ら
、青
墓
よ
ろ
ず
屋
の
常
陸
小
萩
が

一夜
の
宿
を
ま
い
ら
せ
る
」と
胸
札
に
書
置
き
、泣
く
泣
く
別
れ
行
く
。や
が
て
多
く
の
人
々
の
力
添
え
で
、餓
鬼
阿
弥
は
熊
野
本
宮
に

至
り
、薬
の
湯
の
霊
験
に
よ
り
、も
と
の
お
ぐ
り
と
し
て
再
生
し
、熊
野
権
現
か
ら
金
剛
杖
を
拝
領
し
、て
る
て
と
再
会
す
る
。　

雨
天
時
会
場
：
世
界
遺
産
熊
野
本
宮
館・多
目
的
ホ
ー
ル（
熊
野
本
宮
よ
り
徒
歩
6
分
）


